
　　　各スクリーンに偏光（光源に偏光フィルターを光軸に対して垂直にかける）を投影し、

　　輝度計（偏光フィルターをかける）で測定する。（単位 cd/㎡ = nt）

　　　測定は輝度計側の偏光フィルターを光源光軸に対して垂直＝水平（OPEN）、

　　水平＝直行（CLOSE）に対して各々輝度を測定する。

　　測定結果は下表の通りである。

　　輝度値（OPEN）÷ 輝度値（CLOSE）の比率が高いほど立体効果は高い。

■ コントラスト比 １：５０ 以上が３Ｄ適合の目安です。

反射型スクリーン反射型スクリーン反射型スクリーン反射型スクリーン 直行（ｸﾛｰｽﾞ）直行（ｸﾛｰｽﾞ）直行（ｸﾛｰｽﾞ）直行（ｸﾛｰｽﾞ） 水平（ｵｰﾌﾟﾝ）水平（ｵｰﾌﾟﾝ）水平（ｵｰﾌﾟﾝ）水平（ｵｰﾌﾟﾝ） ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行）ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行）ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行）ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行） 適合性適合性適合性適合性

　 ホワイトマット ０９０ ２３ ４８ 　　　１　：　２．０８ 不適合

 　メタルシルバー ２６０ ２．２ １９２ 　　　１　：　８７ 適合

　 シルバー３Ｄ ３５０ ２．０ ２１６ 　　　１　：　１０８ 適合

透過型スクリーン透過型スクリーン透過型スクリーン透過型スクリーン 直行（ｸﾛｰｽﾞ）直行（ｸﾛｰｽﾞ）直行（ｸﾛｰｽﾞ）直行（ｸﾛｰｽﾞ） 水平（ｵｰﾌﾟﾝ）水平（ｵｰﾌﾟﾝ）水平（ｵｰﾌﾟﾝ）水平（ｵｰﾌﾟﾝ） ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行）ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行）ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行）ｺﾝﾄﾗｽﾄ比（水平÷直行） 適合性適合性適合性適合性

　 ＲＳ－３Ｄ ２００　※ １．１ １３１ 　　　１　：　１１９ 適合

 　ＲＨＫ　２８０ ０．５ １７９ 　　　１　：　３８５ 適合

 　ＲＨＹ　２００ １．２ ５８．５ 　　　１　：　４８．７５ 適合

　 RH-3D200（ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ） ０．８ ９８．６ 　　　１　：　１２３ 適合

 　RH3D200G（ｶﾞﾗｽ） ０．８ ９８．６ 　　　１　：　１２３ 適合

　 オプタ・スタンダード 適合

　 オプタ・ウェーブ １．７ １７０ 　　　１　：　１００ 適合

　 オプタ・グラフィック ３．６ １７３ 　　　１　：　４８．１ 適合

　 マイクロウェーブ 適合

●　反射及び透過型ともに上記スクリーン以外は偏光式３Ｄは不適合です。

　　尚、液晶シャッター眼鏡方式の３Ｄには反射及び透過型とも上記のスクリーンを含め

　　すべてのスクリーンで適合します。

各種反射・透過型スクリーン

偏光式３Ｄ（立体映写）適合データ


